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Abstract
The first Japanese translation from Grimm’s Fairy Tales for the general public （as distinct from transla-
tions in English textbooks） was ‘The Little Shepherd Boy’ （KHM152） in the magazine Rōmaji Zasshi in 
April 1886 （vol. 1, no. 11）, translated by Kin-Ichiro Katayama into Rōmaji （Roman letters used to represent 
Japanese words）. Another tale, ‘The Straw, the Coal and the Bean’ （KHM18）, was translated by Chusuke 
Imura in Rōmaji Zasshi in June 1887 （vol. 2, no. 25）. However, details about these translators （besides their 
names in Rōmaji）, their motivations, and the original source language （English or German） have been un-
known.
The present author has clarified these details. The German teachers Rudolf Rehmann and Kajō Nakayama 
motivated the translations, which were from the German, and the forensic medicine specialist Kuniyoshi Ka-
tayama （Kin-Ichiro’s brother） probably inspired their translation into Rōmaji. This paper established that 
several Rehmann Society members were engaged in translations of Grimm’s Fairy Tales. These new discov-
eries will contribute to the research on the reception of Grimm’s Fairy Tales in Japan.
1．序論
グリム童話が最初に日本語に訳されたのは，英語教科書の抄訳 1） 以外では，1886 年 4 月刊行の
『RŌMAJI  ZASSI』（1 冊 11 号）であるといわれている 2）．グリム童話 KHM1523）「牧童」が，「HITSUJIKAI 
NO WARABE」という題で KATAYAMA KIN-ICHIRŌ によってローマ字で訳されている．『RŌMAJI 
ZASSI』には 1887 年 6 月刊行の 2 冊 25 号にもう 1 話，KHM18「藁と炭とそら豆」が「MAME NO 



















2）KATAYAMA KIN-ICHIRŌ 訳「HITSUJIKAI NO WARABE」
KATAYAMA のローマ字訳は，原文にほぼ忠実な訳だが，次のような誤訳も散見する．「目に見えな
いくらい小さな点を数えられないくらい多く描いた」5）というところを「kami no omote wa uchiyogorete 
mirubyō mo arazu」6）と訳している．つまり「小さくて見えない」点を，「汚れて見えない」点と誤訳してい
るのである．さらに「この山に百年に 1 度小鳥が飛んできて」7）という表現を「Ito mo hisashiki inishie yori 
toshidoshi kono yama ni kitaru tori arite」8）と訳している．つまり，鳥が来るのは「百年に 1 度」なのに，「年
に 1 度」と誤訳しているのだ．しかし誤訳はこの 2 カ所だけで，あとは原文に忠実な訳である．なお，
この話の出典がグリム童話であることは，明記されていない．
3）KHM152「牧童」（Das Hirtenbüblein）について
この話は初版にはなく，第 2 版（1819）から 152 番に挿入されたもので，決定版（1857）までその番号で
収められている．ルードヴィッヒ・アウエルバッハー（Ludwich Auerbacher 1784-1847）がバイエルン地
方の「なぞなぞ笑話」（Rätselschwank）を書きとって，グリム兄弟に送ったものである 9）．アウエルバッハー
もこの話を自著『青少年のための小冊子』（Büchlein für die Jugend, 1834）に収めている．そこでは質問は，
1 つ目が空の星の数，2 つ目が海の水滴の数，3 つ目が古い木々の葉の数である．この話は類話が数多
く存在するが，最も古い出典はストリッカー（Stricker，筆名で姓なし）が僧侶の笑話を集めた『プファ
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『RŌMAJI ZASSI』に邦訳されたグリム童話について
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2）IMURA CHŪSUKE訳「MAME NO HANASHI」
IMURA CHŪSUKE のローマ字訳は，直訳ではなく意訳であり，改変されたものだ．橋代わりにと寝
そべった藁の上を渡る炭が，「水音に怯えて立ち止まったので」，藁に火がつき，2 人ともおぼれてしま
うという原文の内容は 12），「”Ana osorosiki koto yona!” to iitsutsu noru ya inaya, wara wa omoki ni taekane 






3）KHM18「藁と炭とそら豆」（ Strohhalm, Kohl und Bohne）について
この話は手書き原稿である初稿では 5 番目に，初版からは決定版までは 18 番目に置かれている．カッ





3．「HITSUJIKAI NO WARABE」の訳者 KATAYAMA KIN-ICHIRŌについて
1）KATAYAMA KIN-ICHIRŌの漢字名とその経歴






英語版の人名事典“WHO’S WHO IN JAPAN”にその名前が掲載され，下記のように紹介されている．
Katayama, Kin-ichiro, Pres., Kyushu Seisakusho Co., Dir. and Chief Eng. of the Takai Steel Works; b. in 
1868 in Tokyo, brother of the following; studied elect. chemistry at the Imp. Tokyo Univ.; was in the 




英語で Takai と書かれているのは Tokai の間違いで，東海鋼業のことである．なぜなら，『大正人名辞
典』では，明治元年（1868）生まれの片山謹一郎は，「九州製作所，東海鋼業，日邦工業各取締役，工学
士」19）と紹介されているからである．また卒業は電気化学科ではなく，電気工学科である 20）．
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片山謹一郎がグリム童話の翻訳を発表したのは 1886 年 4 月である．4 月以前の彼の所属は第一高等
学校予備門 2 級であった．彼は 1886 年 9 月から 1887 年 3 月まで「第一高等学校」の「予科第一級（獨）一
之組」に所属している 23）．予科は上の学年に行くほど数字が小さくなるので，1 級は最終学年に当たる．
1884 年に 4 級に入学した彼は 24），1887 年に予科を卒業し，1888 年には「本科二部第一年一之組（工・理
科）第一外国語英語・第二外国語ドイツ語」に在籍するが 25），その後休学する．理由は不明である．
1890 年「本科二部第一年」に復学する 26）．1892 年に東京帝国大学電気工学科に入学するが，1 年生を 2
回繰り返し 27），1896 年に同学科を卒業する 28）．彼が帝大に入学したとき，13 歳年上の兄，片山国嘉は
法医学講座を担当する医学部の教授であった．国嘉も学費を兄の国棟（1871 年死亡）に出してもらって
いたので 29），謹一郎の学費も国嘉が出していたのであろう．ドイツ留学中（1884-1888 年）の国嘉の助教
授の給与は 3 分の 1 になり 30），経済的に厳しい状態が続いていた．1888 年 7 月本科に入学した謹一郎
が休学したのは，おそらく経済的な理由であろう．国嘉は 10 月末に帰国し，11 月に教授に任命される
が 31），留学後の片山家は経済的苦境から脱するのに時間がかかったようだ．弟の復学は 2 年後の 1890
年 7 月になる．
2）「MAME NO HANASHI」の訳者 IMURA CHŪSUKEの漢字名と経歴
IMURA CHŪSUKE とは，1906 年に新宿脳病院を設立した初代院長，井村忠介（1868-1927）のことで
ある 32）．忠介は井村家の養子である．井村家は千葉の佐倉藩倉奉行で元々財産家であった 33）．忠介は
1885 年 7 月に県立千葉医学校に入学したが，1888 年 9 月に同校が改組され第一高等中学校医学部となっ
たので 34），1889 年 7 月に卒業したのは，第一高等学校医学部である．彼は第一期生として卒業してい
る 35）．同年 9 月に帝国大学精神病学科に選科入学し 36），11 月に医籍登録する．12 月に法医学科選科に
も兼留入学して 37），1891 年 12 月に精神病学教室補助の職につく 38）．帝大には医局がなく，実際の研修
は巣鴨病院でしていたので，1892 年 2 月には巣鴨病院嘱託となり，1893 年 9 月に助手として入局する．
1898 年 10 月には国家医学講習会の精神病学講師になり，6 年間教える．1904 年に帝大を依願退職し，
1906 年に井村病院を創立する 39）．
彼は政治活動にも携わり，1920 年に東京府医師会議員に選出され，日本精神病協会幹事になり，
















片山国嘉（1855-1931）は静岡県の医師片山竜庵の次男で，1870 年に 16 歳で上京し，「大学東校（東京






去してしまう 48）．1879 年，国嘉は日本初の医学士の 1 人として東京大学医学部を卒業すると同時に，
外国人教授ティーゲル（Ernst Tiegel, 1849-1889）の生理学教室の助手になる 49）．ティーゲルの裁判医学講
義を通訳しているうちに，法医学に対する造詣が深くなり，1881 年に助教授になる 50）．ティーゲルや
ベルツ（Erwin von Bälz, 1849-1913）といったドイツ人教授から医学を学んだ国嘉は，ドイツ留学に憧れ，
1884 年に夢をかなえる．彼はベルリン大学で法医学をリーマン（Carl Liman, 1818-1891）に，精神医学を
ウェストファール（Carl Westphal, 1833-1890）に学ぶが，教え方に納得がいかず，オーストリアのウイー
ン大学に研究の拠点を移す．ホフマン（Eduard Ritter von Hofmann, 1875-1897）. の下で法医学を学び，よ










1886 年と 1887 年であった．1888 年にベルリンの写真館で撮影された 19 人の日本人医学者の記念写真
には，森林太郎（森鴎外）とともに，片山国嘉も写真に納まっている 56）．森鴎外の息子，森於菟がグリ
ム童話を 1902年から 1906年の間に 15話も訳しており 57），鴎外と国嘉は同時期に 4年間ドイツに留学し，
4 か月間同じ船に乗っていただけでなく，ベルリン大学留学中には「鴎外にとって，片山は気軽に訪ね
られる相手だった」58）としたら，グリム童話に関する情報も共有していたと思われる．


















1884 年 9 月から 1890 年まで東京大学予備門で教える．その間，彼は 1 年間ドイツに一時帰国したので，
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通算 5 年間予備門で教えたことになる 62）．彼の功績は日本初の『独和辞典』を 1873 年に，日本初の『和










ドイツ語を学びドイツの学問的知識を吸収しようとした．片山訳が掲載された 1886 年 4 月以前は，片
山は第一高等学校予備門 2 級の学生であった．井村訳が掲載された 1887 年 6 月以前は，井村は県立千
葉医学校の 2 年生であった．千葉医学校は 1887 年 7 月から改組されて第一高等中学校医学部になるが，
翻訳した当時は，彼は県立千葉医学校の学生であった．1885年から1887年までの千葉医学校の時間割は，
図書館にも医学部に保存されていない．それゆえ，1886 年から 1887 年の第一高等中学校のものを参考
にするしかない．そこではドイツ語はルドルフ・レーマン，寺田勇吉，高木計，吉田健次郎，山口小太












かに霞翁，西翁，柴明，四明など数多くの「号」（呼び名）を用いている 69）．1889 年から 1893 年の間に






理化学，鉱物学，植物学，製薬学など様々な学問を学んでから，1877 年 1 月から 1880 年まで原口隆造
についてドイツ語を学ぶ 74）．原口隆造は欧学舎（独逸学校）でルドルフ・レーマンからドイツ語を学ん
だ人である 75）．中川は 1879 年から京都の師範学校の助教としてドイツ語や化学を教えてから，1884 年
9 月から東京大学予備門御用掛教員となり，11 月には医学予備校嘱託になる．1885 年 9 月からは東京
大学予備門教諭に，1886 年 5 月には第一高等中学校教諭となったが，6 月には退職して，大阪で著述業
に従事し，その後，大阪朝日新聞や日出（京都）新聞の編集者になる．その後，京都市立美術工芸学校な
どで嘱託講師をしながら，巌谷小波らと交友を結び，文筆活動にも力を注いだのである 76）．彼は 1884
年 9 月から 1886 年 5 月まで，東京大学予備門や医学予備校でドイツ語や化学を教えている．つまり，














1887 年 9 月にグリム童話（KHM5）「狼と 7 匹の子山羊」の仕掛け絵本『八ツ山羊』を訳した統計学者，
呉文聰には 5 人の兄弟姉妹がいるが，男兄弟は末子の秀三のみである 79）．秀三が 15 歳のときに父親の
呉黄石が逝去したので，兄文聰が世帯主として，14 歳年下の秀三の面倒をみたのである 80）．





イテマン（Heinrich Leutemann, 1824-1905）のものであることが，最近の研究で明らかにされた 81）．ドイ




たのである 82）．『八ツ山羊』の出版は 1887 年 9 月であるから，1 年間でドイツ語を修得してドイツ語本
を訳したことになる．2 年後の 1889 年には，彼はワッペウス（Johann Eduard Wappäus, 1812-1879）の『統
計学論』（Einleitung in das Studium der Statistik）をドイツ語原書から翻訳している 83）．しかし，英語から
の重訳である可能性も皆無ではない．なぜなら，ロイテマンの挿絵が入った『ドイツの子どもの童話集』
ではこの話の題名は原典同様「狼と七匹の子山羊」となっているからである．『八ツ山羊』という題名の出
所が，使用された英訳本にあるのかもしれないので，1886 年までに出版された 7 種類の英訳本を調査
してみたが 84），子山羊の数を 8 匹と表示した本はなかった．この本は縮緬本の日本昔話シリーズで有
名な長谷川武次郎の弘文社から，西洋昔話第 1 号として出版されたもので，第 2 号にはアンデルセン童
話が予定されていた 85）．しかし，1 号が売れなかったので，2 号が出せなかったようだ．米が 1 升 7 銭













3 月 7 日にヘボン式を改良した「ローマ字会式綴字法」が決められ，4 月に『羅馬字にて日本語の書き方』
として発表される 90）．そして，ローマ字を普及する手段として『RŌMAJI ZASSI』第 1 冊 1 号が 6 月に発
行される．
片山謹一郎はその第 1 冊 11 号（1886 年 4 月 11 日），井村は第 2 冊 25 号（1887 年 6 月 10 日）の「子ども








レン（B.H. Chamberlain, 1850-1935）だけでなく，アメリカ人牧師ヘボン（James C. Hepburn, 1815-1911）や








上田は 1889 年にグリム童話 KHM5「狼と七匹の子山羊」を英語から重訳し，『おほかみ』という題名で
言文一致の仮名文字を使い，着物姿の動物の挿絵を入れた絵本を出している 95）．樋口勘次郎もまた会
















井村が『RŌMAJI ZASSI』に訳出したグリム童話 2 話は，英語訳からの重訳ではなく，ドイツ語からの直
訳であると判断することができる．井村訳より片山訳の方が原文に忠実な訳であるのは，両者のドイツ
語力が反映しているからであろう．予備門でのドイツ語教育はそれだけ水準が高かったのである．
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『RŌMAJI ZASSI』に邦訳されたグリム童話について
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Determinants of Cognition of “irrelevance” in Contingency judgment task
Katsuya Kitaguchi
Department of Education, School of Letters
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abstract
Contingency judgment is assumed to play a central role in prediction, control, and explanation. Here, the 
author consider the situation that has no relationship between two discrete events. In such “irrelevant” situa-
tions, people often develop the belief that there is a positive contingency between the two events that are ac-
tually unrelated. The author review experiments that have been conducted on the contingency judgment in 
the irrelevant situation during the last 40 years. We discuss about critical factors embedded in the experimen-















judgment）」，「共変動の検出・評定（covariation detection/assessment）」「人の道具的学習（human instrumental 
learing）」と呼ばれる．学習心理学の分野で研究された「迷信的行動」研究（例えば Skinner，1948；小野，













では，通常 2 値（存在する／存在しない）から成る 2 つの事象（あるいは反応と事象）間の関係を考える場




た回数，右上のセルは A 氏が参加した時に雨が降らなかった回数，左下のセルは A 氏が参加しなかっ
た時に雨が降った回数，右下のセルは A 氏が参加しなかった時に雨が降らなかった回数を示している．
このような設定の下，随伴性は，次の 2 つの条件付き確率の組み合わせで示される．
① A 氏が参加した時に雨が降った確率　（10/18，約 56%）
② A 氏が参加しなかった時に雨が降った確率　（7/12，約 58%）
①が②より大きいケースを正の随伴性，逆に①が②より小さいケースを負の随伴性とよぶ．そして，
両確率が等しい場合が「随伴性がない場面」であり，実験参加者が「無関係性」を判断する事態である．
Fig.1 の例では .56 と .58 となり，2 つの確率にはほぼ差が無く，「A 氏がイベントに参加することと雨
が降ることは無関係である」といえる．
Fig.1 の右図は，随伴性概念を一般化された形式で示した随伴性テーブルである．事象 X および Y の
それぞれの存在／不在に係る頻度を a，b，c，d と表現した場合，①②の確率は以下の①’と②’のよう
になる．
①’事象 X が存在する場合に事象 Y が存在する条件つき確率：P（YlX）＝ a/（a ＋ b）





















頻度情報の例，右図は事象 X および Y に関して一般化された随伴性テーブル







性を 2 次元平面上に表現したものが，Fig.2 の随伴性空間（Rescorla，1967；北口，1996a，1996b）である．



















様々なバリエーションが考案されている（嶋﨑・津田・今田，1988；Matute et al.,  2015）．原因事象と結
果事象とが無関係である場合，実験に含まれる様々な要因によって，被験者が正確にその随伴性を判断
できるか否かについて矛盾する実験結果が生じることがわかってきた．すなわち，無関係性事態である
ことが正確に判断されたという結果（Neunaber ＆ Wasserman, 1986；Wasserman, 1990；Wasserman et al., 
1993）がある一方で，正確には判断されない場合があるという結果（Table1 参照）も存在するのである．
Matute et al. （2015）は，無関係性の認知を左右するものとして，Table1 にまとめた 9 つの要因を指摘し
ている．以下に，その分類に従って，従来の研究を概観する．
Table 1.　随伴性判断課題を用いた無関係性認知に影響する要因（Matute et al. 2015）を元に作成）
要因 無関係性の判断 代表的研究
1 結果事象の密度 高→正の随伴性 Alloy & Abramson （1979）, Shanks （1985a）
2 原因事象の密度 高→正の随伴性 Allan & Jenkins （1983）, Wasserman et al. （1996）





5 反応のコスト 高→正の随伴性 Blanco et al.（2014）
6 実験参加者の抑うつ傾向 高→随伴性ゼロ Alloy & Abramson （1979）




Dickinson et al. （1984）, Shanks （1985b）
9 事象の嫌悪性 高→正の随伴性 Matute （1995）, （1996）, Tomarken, Mineka, & 
Cook （1989）





loy & Abramson, 1979；Allan & Jenkins, 1980, 1983；Shanks, 1985a；Matute, 1996；Wasserman et al., 1996；





（YInoX）＝ 0.25），負の随伴性条件（P（YIX）＝ 0.25，P（YlnoX）＝ 0.75），結果事象の生起頻度が異なる









原因事象の頻度が高ければ高いほど，大きくなる（Allan & Jenkins, 1983；Wasserman et al., 1996；Perales 
et al., 2005；Matute et al., 2011；Vadillo et al., 2011；Blanco et al., 2013；Yarritu et al., 2014）．
例えば，Vadillo et al.（2011）は，実験参加者に火星から来たエイリアンにとってのニンジンの毒性（ニ
ンジンを食べさせること（X）と病気になること（Y）との随伴性）を判断させるという課題を与えた．実験
参加者間でニンジンを食べさせる頻度は異なっており，80% 条件の方が 20% 条件よりも正の随伴性が
あると評定した．
（3）原因事象と結果事象の共生起数
「セル a バイアス」と呼ばれる現象で，Fig.1 の随伴性テーブルの 4 つのセルのうち，2 事象がともに
存在するセル a（事象 X が生じて事象 Y も生じたケース）の頻度が高ければ高いほど，無関係性事態に
おける正の随伴性認知が促進される（Jenkins & Ward, 1965；Crocker, 1982；Kao & Wasserman, 1993；
Blanco et al., 2013）．これはよく知られた現象で，2 つの事象が連続して生起した時には，時間的に先行
した事象が後続事象の原因であると認知される傾向がある（e.g., Shanks et al., 1989；Wasserman, 1990；






















て知られているこの古典的研究（Alloy & Abramson, 1979）は，その他の研究者によっても繰り返し確か
められている（e.g., Moore & Fresco, 2012；Kornbrot et al., 2013；Byrom et al., 2015）．健常者によく見られ
る自己奉仕バイアス（self-serving bias）が原因であるとする動機づけに焦点を当てた説明（Alloy & 
Abramson, 1988；Taylor & Brown, 1988, 1994；Alloy & Clements, 1992）が従来なされてきたが，近年，随
伴性テーブルのセル c（原因事象が存在しないケース）に注目できるという抑うつ者の認知的特性に焦点
をあてた説明（Msetfi et al., 2005）も提出されている．
（7）実験参加者の関与度








る．これらの手がかり競合（cue competition）現象は伝統的に学習心理学の「連合理論」（e.g., Rescorla & 
Wagner, 1972）を用いて説明されてきたが，Dickinnson と Shanks はこの理論を人間の随伴性判断にも援
用し，同様の現象がみられることを予測し（Dickinson et al., 1984；Shanks, 1985b），実際に実験で証明し










1995, 1996；Blanco & Matute, 2015）．








Shanks, 1985a），医療と健康（e.g., Matute et al., 2011），市場と株価（Chapman & Robbins, 1990），食物とア
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A Study of Teaching Materials based on Movement Experiences for understanding Kestenberg Movement Profile
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Abstract
Kestenberg Movement Profile （KMP） is said to be a great tool for analyzing human movement from a 
psychodynamic and developmental point of view in dance/movement therapy. The author has finished all of 
the intensive courses for the level one certification and is now a qualified KMP Certified Analyst. This study 
focuses on its introductory course, which consists of theoretical and practical parts with numerous reflections 
and discussions. In particular, the structure of the 30-hour KMP introductory course has four parts. They are; 
theoretical understanding through lectures or reading references, observing various movement through movie 
clips, experiencing various movements of KMP elements, and verbalizing what and how participants feel via 
feedback. The circulation of the four parts is indispensable for understanding KMP. In addition, through these 
experiences, the importance of movement experiences was a clear focus. These movements are a core aspect 
of the circulation.
For further study of KMP in Japan, a development of teaching materials for practical movement experienc-
es is required. Beyond the gaps of English-Japanese translation of technical terms, we need various devices 
for inducing KMP movements. Especially, cards written in English and Japanese of technical terms of KMP, 
color cubes of each movement pattern or dice of each movement quality, and edited music for inspiring Ten-
sion Flow Rhythm and Tension Flow Attributes are indispensable. Pictures of various movements by recog-
nizing Shape Flow patterns will be also useful. Comparing movements with match and mismatch, scripts for 
play will be supportive for understanding each difference. The materials will be utilized for Japanese KMP 
students for the next step.
1．はじめに
これまで筆者は，ダンス・ムーブメントセラピーなどで用いられる精神力動的な発達段階を枠組とし
た運動分析法である Kestenberg Movement Profile（KMP）1）について，大橋の先行研究 2）3）をふまえ，
KMP 文献の訳出 4），KMP 理論の枠組を図示した色別輪形図の日本語版の作成註 1），オノマトペによる関
連する動きのイメージ把握 5）など，日本語による KMP 理解に取り組んできた．さらに，その応用方法
を探る中で，身体的共感との関連 6）や記譜や分析の実態 7）を明らかにして，KMP の可能性をさまざま
な角度から探ってきた．KMP は，2 つのサブシステムに大別された 9 つのカテゴリーから構成され，
合計 62 の分析項目が，さらに 120 の動きに細分化された複雑なツールである．そのため KMP の習得




筆者は，2014 年 8 ～ 10 月に KMP の集中講座の全てのカリキュラムに参加する機会に恵まれたのを






本研究では，これらの体験を元に KMP の入門コース 30 時間を映像，記録，配布資料，提出したレポー
トなどの資料から振り返り，カリキュラムの構造を明らかにする．特に実技内容に着目し，日本語での
KMP の学びに必要な教材とは何かを考察し，今後日本での KMP 学習に活用しうる教材研究を行うこ
とを目的とする．
2．KMP入門コースの内容と学びのための基礎知識
KMP 入門コースは，Table1 に示したレベルⅠの分析家資格の全 90 時間のカリキュラムの中の最初の
30 時間に該当し，全項目の内容理解と臨床応用への契機となることを主眼に構成されている．






















・Kestenberg-Amighi, J. & Loman, S., The Meaning of Movement Developmental and Clinical Perspectives 
of the Kestenberg Movement Profile, Amsterdam: Gordon and Breach Publishers, pp.1－307（1999）
・ TRAINING MANNUAL FOR THE KESTENBERG MOVEMENT PROFILE
The Sand Point Movement Study Group Child Development Research 2008 Revised by Loman, S. 
Antioch University 
・Kestenberg, J. Children and Parents Psychoanalytic Studies in Development
　Jason Aronson, Inc, pp.157－170（1975）
＊その他担当者によって適宜数本の論文が追加される．
今回筆者が修了した入門コースのシラバスに記された到達目標とコースの概要をまとめたものが，次
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おける 15 週間にわたって実施される KMP の授業と同等の内容である．













このような KMP のコースでは，Laban8）や Lamb&Watson9）などの運動分析の基本知識についての説明
は含まれていない．講座は一般的な運動分析に関するエフォートやシェイプの専門用語を理解している
という前提から始まるのである．さらに，Freud, A. による児童精神分析の理論 10）だけでなく，山﨑 11）
が指摘する Freud, A. 独自の女性の視点からの発達理解，さらに KMP を心理学の立場から支える Sossin
によるKMP分析の動きの枠組と Freud, A.理論の具体的な関係性 12）など，KMPの独自性を理解するには，
これらの基礎知識が不可欠である．特に，KMP 理論全般における発達の捉え方には特徴があり，Laban
のエフォートの中の空間（Space），重さ（Weight），時間（Time）の 3 要素が，幼児の発達に沿って構成さ
れている．Laban のエフォート要素の流れ（Flow）は，前述の 3 要素全てに関連する包括的な概念として
捉えられている．これは，Laban のエフォートでは 4 つの要素がそれぞれ戦闘的（fighting）または陶酔的




礎知識として原語を併記してまとめたものが次の Table 3 である．











空間　Space 蛇行　Indirect 直行　Direct 水平　Horizontal 0－1 歳
重さ　Weight 軽　　Lightness 重　　Strength 垂直　Vertical 1－2 歳








ようにじわっと動く，Quick-Sustained という用語が用いられている．このような Laban を基盤とし，か
つ KMP 独自のエフォートとシェイプの関連を，学びのための基礎知識として事前に理解することが，
KMP を学ぶ前提条件となるのである．




























Table 4　Contents of Movement Experiences in KMP Introductory Course
No. KMP 項目 内容 時間
1 System1 free-bound の流れで動く 4：02
2 System2 growing-shrinking の流れで動く 5：42
3 TFR テンションフローリズムの 10 のリズムで動く 9：35
4 TFR 10 種の音楽を用いてテンションフローリズムの 10 のリズムで動く 12：20
5 TFA テンションフローリズムの 6 つの動きを free-bound-neutral で動く 8：30
6 TFA テンションフロー特性の free の動きのみ用いて即興で動く 6：10
7 TFA テンションフロー特性の bound の動きのみ用いて即興で動く 7：07
8 PreEffort 前駆エフォートの 6 つ動きを確認しながら動く 4：00
9 PreEffort サークルダンスをいきなり踊り前駆エフォートを感じる 6：55
10 PreEffort 捕食動物対草食動物のロールプレイをする 3：12
11 Effort 台本に従い，さまざまな動物や人物や物体を演じる 11：20
12 BSF 両極性シェイプフローの 6 つの動きを確認する 8：15
13 USF 単極性シェイプフローの 10 の動きを確認する 4：07
14 SinD 音楽に合わせて方向性シェイプを用いて動く 4：00
15 SinP 音楽に合わせて面性シェイプを用いて動く 3：40
continued
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16 System2 システム 2 の全ての動きを基本とした作品を創り発表する 5：22




18 TFR 1 種類の音楽を用いて 10 の TFR を用いて動く 9：20
19 System1 & 2
音楽を用いてシステム 1 & 2 の free-bound 及び growing-shrinking の違いを意
識して動く
3：35
20 System1 音楽を用いてシステム 1 のすべての動きの free-bound-neutral を意識して動く 3：05
21 TFA & BSF テンションフロー特性と両極性シェイプローの衝突する動きの組み合わせで動く 6：32












25 Effort & SinP エフォ トーと面性シェイプの調和と衝突する動きの組み合わせを意識して動く 4：16
KMP 項目略号：TFR-Tension Flow Rhythm, TFA-Tension Flow Attributes, PreEffort-Precursors of Effort, BSF-Bipolar Shape Flow, 





















KMP 入門コース 30 時間の内容について動きの実体験を中心に振り返ることにより，動きの体験をど
のように KMP の学びに落とし込んでいくかという点が，最も重要であることが明らかとなった．特に
日本語での学びにおいては，原語のままでの理解の困難さと翻訳用語の難解さなど課題も多いため，動














Table 4 に示した 25 種の動きの実体験をふまえ，KMP の分析項目とその項目を学ぶために必要な教材の，
動きを楽しみ動きの共有で交流が図ることを意図した特性を項目毎にまとめ，Table 5 に示した．
Table 5　Favorable Features of Teaching Materials for KMP Understanding
KMP 項目 KMP の理解を促進させる教材の特性
TFR 10 種のテンションフローリズムが自由に組み合わされて，他者と共に体験できるような指示
TFA 6 種のテンションフロー特性の動きが free-bound の区分と共に，自由に表現できる指示
Pre-Effort 前駆エフォートの項目の特性である不安を惹起し，新たな動きを学習するための場面設定
Effort エフォートに示された 6 種の動きが複数に組み合わされた体験が可能な動きを発する事物の例示
BSF 両極性シェイプフローの 6 種の動きを抽出できる写真や動きのイメージを引き出す視聴覚資料




SinP 面性シェイプの 6 種の動きの典型的な映像，エフォートと関連する動きの場面設定
System1 & 2 Free-bound, growing-shrinking の対比がイメージしやすい異なる曲調の音楽






Fig.2　Tension Flow Rhythm Cards
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相対する動きの要素である free-bound, growing-shrinking となるように統一を図った．加えて，各サイコ
ロがどの KMP 要素を示すのか，そのタイトルについてはサイコロの 6 面には明記せず，蓋の折りこみ
部分に書きこむことで，用語を記憶するための一助とした（Fig.5）．10 種の動きを有する単極性シェイ
プフローについては，垂直面と矢状面が 4 種ずつの動きであることをふまえ，同一面に 2 種類ずつ記載
し，その整合性を図るようにした（Fig.6）．サイコロを振るというゲーム的要素により，楽しみながら 6
面にかかれた全ての分析項目が示す具体的な動きの理解を促進させるものと思われる．
Fig.3　Paper Dices of Tension Flow Attributes, 
Precursors of Effort and Effort
Fig.5　Example of how to write a title on 
KMP Paper Dice
Fig.6　Paper Dice of Unipolar Shape Flow
Fig.4　Paper Dices of Bipolar Shape Flow, Shaping 
in Direction and Shaping in Planes
テンションフローリズムと単極性シェイプフローを除く 6 つの KMP 項目は，前述したように 6 種ず
つの分析項目の動きから成り立っている．またこれら全ての動きは，水平・垂直・矢状の 3 面及び
free-bound, growing-shrinking の 2 項対立の動きから成り立つ共通点がある．これらをより視覚化し，そ
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色 橙 青 黄 紫 緑 赤
Fig.7　Color Cubes of KMP for the same 
elements written in English
Fig.8　Color Ball of KMP for the same 
elements written in Japanese
さらに，テンションフローリズムの動きを誘発するような曲，どのリズムにも対応できる曲，free-






















 1） Kestenberg-Amighi, J. & Loman, S., The Meaning of Movement Developmental and Clinical Perspectives of the Kesten-
D07648_68001679_3 﨑山先生.indd   28 2016/02/22   15:55:25
Kestenberg Movement Profile 理解のための動きの実体験に基づく教材研究
－ 29 －
berg Movement Profile, Amsterdam: Gordon and Breach Publishers, Amsterdam, pp.1-307（1999）
 2） 大橋さつき，ダンスセラピーにおける動作分析法の適用性，お茶の水大学人文科学紀要，53，pp.315-325（2000）
 3） 大橋さつき，共感する身体を探る ―ダンスセラピーにおける Kestenberg Movement Profile 理論より―，お茶の
水大学人文科学紀要，54，pp.223-232（2001）
 4） Loman, S. & Sossin, K. M, Applying the Kestenberg Movement Profile in Dance/Movement Therapy: An Introduction, 
Edited by Sharon Chaiklin and Hilda Wengrower The Art and Science of Dance/Movement Therapy Life is Dance, Rout-
ledge, 2009 pp.237-264，﨑山ゆかり＆中めぐみ訳，ダンス・ムーブメントセラピーにおけるケステンバーグムー
ブメントプロフィール（KMP）適用法入門，ダンスセラピー研究，6，pp.37-59（2012）
 5） 﨑山ゆかり，中めぐみ，Kestenberg Movement Profile における運動分析専門用語の解釈に関する検討，武庫川
女子大学紀要人文科学編，58，pp.13-21（2010）
 6） 﨑山ゆかり，ケステンバーグ・ムーブメント・プロフィール解題のための試論 ―調律の概念に着目して― ダ
ンスセラピー研究，6，pp.8-16（2012）
 7） 﨑山ゆかり，中めぐみ，Kestenberg Movement Profile の記譜における学びの過程と分析対象者への調律に関す
る検討，武庫川女子大学紀要人文科学編，60，pp.63-70（2012）
 8） Laban. R., The Mastery of Movement, Macdonald & Evans, London, pp.1-181（1960），神澤和夫訳，身体運動の習得， 
白水社，東京，第 4 版，pp.1-247（1990）





12） Sossin, M. K., Metapsychological Considerations of the Psychologies Incorporated in the KMP System, Editied by Lewis, P. 
and Loman, S. The KMP Its Past Present Applications and Future Directions, Antioch New England Graduate School, 
New Hampshire, pp.101-113（1990）
13） 中村美奈子，山川誠，八村広三郎，舞踊記譜法 Labanotation とモーションキャプチャを用いた舞踊教育のため
のマルチメディア教材の開発，情報処理学会人文科学とコンピュータ，50（5），pp.33-40（2001） 
註 1）KMP 分析上級指導者 Hastie, C. S. 作成の KMP Color Wheel．許諾を得て﨑山が 2010 年訳出．
註 2）ドイツにある欧州ダンスセラピーセンターのダンスセラピストで KMP 分析家の Susanne Bender らが開発した
ソフトウエア．ラバンの記譜記号も同時に学べ，英・独・中国語の 3 ヵ国語対応．
受稿日　　2015 年 9 月 17 日　　　受理日　　2015 年 11 月 5 日








The Role of Religion at the End of Life: 
Health Care, Nursing and Welfare Services, Funeral Services, and Self-help Groups
Jiro Ohnishi
Department of Psychology and Social Welfare, School of Letters
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
Religious care and psychological therapy provided at the end-of-life share universal characteristics regard-
less of the framework of interpersonal support; however, they have different functions.
The field of support was divided into health care, nursing and welfare services, funeral services, and self-
help groups according to the age of individuals who receive the care （patient ó bereaved family） and those 
who have passed away （legitimacy ó illegitimacy）, and the role of religious practitioners was compared with 
that of psychological therapy. 
Since religious beliefs cannot be applied to the care provided in the healthcare field, religious practitioners 
have problems identifying the values of religion within such care, apart from at hospices and Buddhist mon-
asteries.
Although spiritual and religious care is ensured during funeral services, bereaved family-centered care 
needs to be re-established in response to the criticism over Buddhist funeral services.
Even in self-help groups in which people encourage and help each other, religious practitioners can help 
bereaved families come to terms with the death.
Nursing and welfare services can support elderly people who are prepared for their impending death by 
providing information and helping resolve problems through a religious view of life, including the interpreta-
tion of the present life and afterlife. 
The activities of religious practitioners are cross-sectional, but they can be completed independently, sug-
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子どもの連合運動の発達指標としての Fog test とその臨床的適用
萱　村　俊　哉
（武庫川女子大学短期大学部心理・人間関係学科）
Fog Test as a Developmental Scale of Children’s Associated Movements and Its Clinical Application
Toshiya Kayamura
Department of Psychology and Human Relations,
Mukogawa Women’s University Junior College Division, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
The Fog test （FT） originally described by Fog and Fog （1963） is a neurological test to examine the occur-
rence and inhibition of involuntary associated movements （AMs） on the upper extremities of children ac-
companying walking with the feet inverted. In this paper, the normal development and clinical significance 
of AMs triggered by the FT throughout childhood is considered through a review of previous neurological 
and neuropsychological research using the FT or its modification （MFT）. In normal children, there is a high-
ly significant reduction in the amount of AMs with increasing age. In addition, typical sex difference （fewer 
AMs in girls than in boys） and laterality （fewer AMs on the left side than on the right） also exist. Children 
with some developmental disorders or behavioral problems tend to show more AMs than normal children, 
implying the presence of clinical significance of AMs examined using the FT. Nevertheless, even in normal 
children, subtle movements such as mild supination of the upper extremities are likely to remain after age 12. 
Therefore, in the interpretation of FT findings, it is necessary to recognize the lowered clinical value of such 
subtle movements observed in school-aged children.
はじめに
アメリカ精神医学会（American Psychiatric Association）の診断基準（Diagnostic and Statistical Manual of 
Mental Disorders. Fifth Edition; DSM-5）の神経発達障害（neurodevelopmental disorders）の中の運動障害







ここに示されている「“溢れ出す”動き」つまり overflow movements とは，意図せず出現する（すなわち
不随意な）運動の総称であり，その中の一つに，何らかの意図的な運動を遂行しているとき，その運動
に誘発され，本来の運動とは直接関係のない身体部位に出現する連合運動（associated movements; AMs）
がある．先行研究の多くはこの AMs と overflow movements を同義に扱っている．しかし，overflow 
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movements は AMs 以外の不随意運動（たとえば舞踏病様運動）も含んでおり，概念上，AMs は overflow 
movements の部分と言える．
上に引用した DSM-5 の記述 1）は，AMs を含む overflow movements は神経発達の未熟さのサインや神
経学的微細徴候（soft neurological signs; SNS）であり，DCD の診断を支持する所見ではあるが，それ以上
の診断的な意義は判然としないとの意味である．それでは，子どもにみられる AMs や overflow 
movements の意義について現状ではどの程度解明されているのだろうか．AMs や overflow movements 
の DCD における診断的役割を今後明らかにして行くためには，これまでの先行研究における知見を整
理する必要があろう．これが本稿執筆の動機である．








誘発方法や出現部位の異なる AMs は，その出現の神経機序も異なる可能性が指摘されている（Wolff, 
Gunnoe, & Cohen, 1983）2）．たとえば，対側性 AMs は脳－脊髄路の中の対側性錐体路（contralateral 
pyramidal tract）を経由して出現し，一方，下から上へ誘発される AMs は同側性錐体路（ipsilateral 








意義の検討にある．実際，スウェーデンの Gillberg を中心とした研究グループが，DCD の近縁の障害
である DAMP（Deficits in attention，motor control and perception）検出目的の就学前簡易スクリーニングと
して，片足立ち，図形模写，diadochokinesis，FT の 4 検査で構成されたバッテリーの有効性を報告して




デンマークの小児科医である Fog 夫妻（Fog & Fog, 1963）4）が，AMs を正確に調べる目的で考案した
負荷歩行（stress gait）検査が FT である．FT は正式には feet to hands test と呼ばれる．すなわち足から手
に AMs が誘発されるテストとの意味である．彼らは，神経系の抑制機能の成熟と微細な脳障害を評価
するため AMs に着目した．FT の観察点は，内反歩行（walking with feet inverted）により上肢に誘発され
る synergistic で特異的な肢位（posture）であり，この不随意な肢位が FT における AMs である．内反歩行
とは両足の外側を接地して数メートル歩かせる方法である．また，特異な肢位すなわち AMs は具体的
には，両腕の回外（supination; 前腕の前方回旋，つまり手掌が前方を向く所謂 forward sign，以下，（forward 
sign）や回内（pronation），肘部屈曲などである．
Fog & Fog（1963）4）は，2 ～ 16 歳の健常児 265 名，及び出生時合併症ないし出生後脳障害の既往のあ
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る子どもを含む知的障害児 184 名を対象に FT を実施し，① AMs は年齢とともに減少，消失して行く，
② AMs の消失は健常児より知的障害児の方が遅延する，③出生時合併症や脳障害の既往のある知的障
害児の方が既往のない知的障害児より AMs の消失がさらに遅延することを明らかにした．この結果か
ら彼らは，FT で誘発された AMs は神経系の抑制機能の成熟を表す指標であり，AMs の消失の遅延は
微細な脳障害の存在を示す徴候であるとの結論に至った．
FTにより誘発された AMsの発達的変化
FT により誘発される AMs は，健常児の場合どのような発達的変化を遂げるのか．上述のように，
Fog & Fog（1963）4）は 2 ～ 16 歳の年齢域において AMs は次第に消失することを明らにしたが，同時に
彼らは，16 歳でも約 1/3 の子どもに手掌の forward sign など AMs が残存する事実も指摘している．つ
まり FT により誘発される AMs は発達期に消失傾向にあるが，わずかな forward sign などはなかなか消
えないのである．
Fog & Fog（1963）4）によるこの所見は，果たして本邦の子どもたちにも当てはまるのだろうか．その
確認目的で，萱村（1997）5）は，本邦の 3 ～ 12 歳の右利き健常児 478 名（男子 239 名，女子 239 名）に対
し FT を試みた．検査では，両腕を弛緩して体側につけた状態で両足の外側だけを接地させ，検者に向
け約 3m 歩行させ，U ターンして元の位置に戻らせた．
AMs として肘部屈曲と手掌の forward sign の 2 つの動きに着目し，それらの反応の有無（＋ or －）を
肉眼的に判定し，その発達的変化を検討した．肘部屈曲，手掌の forward sign 其々の反応を「両腕にみ
られる」「右腕だけにみられる」「左腕だけにみられる」「両腕にみられない」の 4 カテゴリからチェック
し，各カテゴリに属する子どもの割合を調べた結果，Fig 1 に示すように，年齢の上昇につれ両反応と
も減少した．両腕ともに反応がみられない子どもの割合が 50% に達した年齢は，肘部屈曲は 7 歳，手
掌の forward signは10歳であり，肘部屈曲に比べ手掌の forward signの方が残存しやすいことも判明した．
また，12 歳でも両反応ともにみられない子どもの割合は 70% 台に留まった．このように，FT により誘
発されたAMsの発達的変化は，本邦においても Fog & Fog（1963）4）の報告を概ね支持する結果になった．































Fig 1　 Fog test における肘部屈曲（E）と手掌の forward sign（F）を示した子どもの年齢
別割合（萱村，1997）5）
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ら遠位な部位へと進む方向性がある（Gesell, Amatruda, Castner, & Thompson, 1939）6）．FT により上肢に
誘発される AMs もこの原則に合致し，上肢のより体幹に近い肘部の AMs が末端の手の AMs に先立っ
て消失すると推測された（萱村，1997）5）．
Modified Fog Test（MFT）
Fog & Fog（1963）4）の研究は実証的と言うより臨床報告に近く，彼らの論文の中には AMs の評価法や
その信頼性（reliability）に関する具体的記述がみられない．そこで後年，Szatmari & Taylor（1984）7）は， 
Fog & Fog （1963）4）による FT を発展させ，Modified Fog Test（MFT）を開発した．彼らは MFT の信頼性
を評価した上で MFT の臨床的意義を検討した．MFT は，本来の FT（すなわち内反歩行）と 6 種類の歩
行検査から構成され，計 7 種の検査で出現する AMs（及び歩行姿勢，バランス）を総合評価するもので
ある．彼らが新たに付加した 6 種類の歩行とは，継ぎ足歩行（heel-to-toe），踵歩行（on heels），爪先歩行（on 









わち，①下肢の肢位の実行の困難さ（0= 困難さはない；1= 少し困難；2= 顕著に困難；実行困難；8= 実
行せず），②バランス維持の困難さ（0= 困難さはない；1= 少し困難；2= 顕著に困難），③前かがみ，あ





アリングされた．一つの歩行検査の合計スコアは 19 になり，7 種類の合計スコアは 133 になる．この
合計スコアが高いほど AMs の出現の多い未熟な歩行を示している．
Fog & Fog（1963）4）のオリジナルの FT に比べ，Szatmari & Taylor（1984）7）の MFT は，このような客
観性を向上させる工夫が施されているため，筆者らを含め幾人かの研究者が MFT（あるいはその変法）
を採用している．ただし周知のように，継ぎ足歩行，爪先歩行，踵歩行の 4 検査は，所謂 Prechtl 検査
として知られる微細脳機能障害（MBD）検出の検査法（Touwen & Prechtl, 1970）8）に含まれる古典的な歩行
検査であり，Szatmari & Taylor（1984）のオリジナルではない．
MFTの幼児期への適用可能性
ここで，就学前の検診を念頭に置き，幼児期の MFT の適用可能性を考える．Kayamura, Sakamoto & 
Kaneto （1988）9）は，右利きの健常幼児 45 名（4 ～ 6 歳）を対象に，踵歩行，爪先歩行，内反歩行，外反
歩行の 4 検査を実施した．上記した Szatmari & Taylor（1984）7）の方法を踏襲し，検査中の様子をビデオ
に収録し，その再生画像から歩行姿勢，バランスと AMs のスコアリングを行った．1 つの歩行検査に
おける最高スコアは 19 であり，4 種類合計の最高スコアは 76 となる．検査の結果，1 名を除き残り全
員が 4 種類の歩行が実行可能であった．上肢に現れた AMs は下肢の肢位に類似した検査特異的な肢位
になった．すなわち，踵歩行では指の屈曲と手首の背側屈曲がみられ，爪先歩行では腕や指の外転や伸
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のために払う努力の水準に比例して AMs の出現量が増加するのである（Todor & Lazarus, 1986）10）．
Kayamura et al.（1988）9）による以上の所見は，Szatmari & Taylor（1984）7）が学童を対象とした MFT の結
果と一致しており，これにより，MFT は学童期だけでなく幼児期にも適用できることが示された．
一方，Wolff el al.,（1983）2）は AMs を発達年齢（developmental age）の指標と捉え，右利きの幼稚園年長
児（5，6 歳）と小学校 1 年生（6，7 歳）各 50 名に，爪先歩行，踵歩行，内反歩行，外反歩行の 4 歩行検査
を半年の間隔で 1 年に 3 回実施し，検査の場で肉眼的に観察した AMs（スコアの範囲；0：反応なし，1：
下肢の形態とは類似していない非特異的な AMs，2：下肢と類似した形態の特異的な AMs）の変化を検
討した．その結果，彼らは，幼稚園年長の 1 年間，踵歩行と内反歩行において AMs スコアが低下する
子ども数が有意に増加し，小学校 1 年の 1 年間では，内反歩行と外反歩行において AMs スコアが低下
する子ども数が有意に増加したと報告した．この所見はつまり，発達的なピークが歩行検査の種類によ
り異なること示している．内反歩行（すなわち Fog & Fog（1963）4）の原法）は幼稚園年長から小学校 1 年
生にわたる年齢域全てがピークである．また，踵歩行は幼稚園年長，外反歩行は小学校 1 年生が発達的




Wolff et al.（1983）2）はまた，外反歩行に関し次のように注意を促した．それは，6 歳でも外反歩行の
実行困難な子どもが少なくなく，AMs の出現量が多い（スコア 2 を示す子どもの数が多い）ため，幼稚
園年長から小学校 1 年の年齢では外反歩行は検査には適さないと言うことである．ただ，Wolff et al．
（1983）2）は上肢の AMs をその場での肉眼的観察から（0 ～ 2）の 3 段階でスコアリングしており，ビデオ
に収録して歩行姿勢やバランスをも考慮したスコアリングを行ったわけではなかった．したがって，外
反歩行では AMs の出現量が多すぎる（すなわち個人差が現れない）と言う Wolff et al．（1983）2）の指摘は，




幼児期の MFT では，男子より女子の方が熟達した歩行が可能で，AMs の出現も少ないことが明らか
にされている（Kayamura et al., 1988）9）．学童期の MFT における性差に関しても，Taylor, Powell, 
Cherland, & Vaughan（1988）11）が，学童期（7 ～ 10 歳）の MFT では男子より女子の方が優れていることを




幼児（4 ～ 5 歳），小学生（9 ～ 11 歳）の 2 群に分けて分析した結果，小学生では右利きや両利きに比べ左
利きに AMs の出現量が多いこと，さらに利き側の違いに関係なく左腕の方が AMs の出現量が少ないこ
とが明らかにされた．左利き女子を対象とした別の MFT 研究でも，右より左上肢の AMs の方が弱かっ
たことが指摘されており（Taylor et al., 1988）11），FT や MFT では右よりも左上肢の AMs が相対的に弱い
傾向があると言える．通常の歩行では左右差がみられない場合でも，FT や MFT のような負荷をかける
と，健常児でも左上肢の方の反応が弱い（つまり右の反応の方が強い傾向にある）のである．





（Szatmari & Taylor, 19847）；Taylor et al., 198811））．しかし，就学前検診では，幼児期の MFT におけるス
コアリングの信頼性が問われなくてはならない．この点について，萱村・中嶋・坂本（1999）14）は，4 ～
6 歳の同一の幼児の集団を対象に，Szatmari & Taylor（1984）7）が開発した MFT（7 種類の歩行検査を含





5 か月の間隔での再検査信頼性では，5 ～ 6 歳の年長児では許容範囲であったが，4 ～ 5 歳の年中児で
は不十分なものであった．このことは，4 ～ 5 歳の年齢域では MFT スコアの変動が大きく，この年齢
域の子どもたちの場合，1 回目の検査結果から 5 か月後の検査結果の予測をすることが困難であること
を示している．
臨床的適用における留意点
FT によって誘発された AMs の消失は知的障害児では遅延し，とくに出生時の合併症や脳障害の既往
のある子どもの方が既往のない子どもよりも AMs の消失がさらに遅延する（Fog & Fog, 1963）4）．また，
学童期の MFT スコアの高い子どもほど新生児期の合併症と問題行動が多くみられ，読字能力が遅れ，
体育の成績が悪いことも明らかにされている（Szatmari & Taylor, 19847）；Taylor et al., 198811））．さらに，
就学前のスクリーニングとしての意義も指摘されている．スウェーデンでは就学前に DAMP（Deficits 
in attention, motor control and perception）を検出するために，片足立ち，図形模写，diadochokinesis，FT の
4 検査バッテリーが有効と報告されている（Landgren, Kjellman, & Gillberg, 2000）3）．DAMP は北欧を中
心に使用されている概念で，DCD と ADHD が同時にみられ，自閉症スペクトラム障害（ASD）の連続体




とくに，両上肢の前腕の forward sign は肘部屈曲よりも残存傾向が強い．FT では，12 歳でも AMs が残
存することはよくあり，わずかな forward sign などは臨床的意義があるとは言えない．
Touwen（1979）16）は，歩行中上肢や下肢の動きに左右差がみられる場合，軽度の hemisyndrome が疑
われると述べている．一側性の問題がある場合，通常歩行では異常が認められなくても， FT や MFT の
ように負荷をかけた歩行をさせると，通常歩行では認められなかった左右差が現れる可能性がある．し




幼児期でも FT や MFT は適用可能ではある．ただ，付け加えると，歩行検査の種類により発達的なピー
クが同時期ではないので，MFTの7検査全てを施行するのではなく，検査対象者年齢において発達のピー
ク（AMs が顕著に消失する）にある歩行検査を選択するのも一法だろう．内反歩行（すなわち FT）は幼稚
園年長から小学校 1 年生にわたる年齢域が発達のピークである．このため，就学前の検診では MFT よ
りも簡易な FT を適用するのもよいかもしれない．実際，Landgren et al．（2000）3）は就学前の FT が
DAMP の検出に有効であることを証明している．Landgren et al．（2000）3）は FT における「上肢の外転
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とが必要だろう．ただし，たとえビデオのよるスコアリングを採用しても，4 ～ 5 歳という若い年齢で
は MFT スコアの変動が大きく，1 回のみの検査で得られた結果の解釈（判断）には慎重さが求められる
ことも指摘しておく．
今後の課題
FT や MFT で誘発された AMs が何故，知的障害や問題行動，読字障害などと関係するのだろうか．
AMs の，SNS としての意義以上の診断上の役割を明らかにすることは，その関係性のメカニズムを解
明することにほかならない．Waber, Mann, & Merola（1985）17）は，小学校 3 年女子 87 名と 5 年生男子 90














その場合，大切なことは，AMs を一まとめにしないことである．Wolff et al.（1983）2）は思春期まで残
存する鏡像運動（mirror movements）は両手同時に実行する協調運動（両側性協調運動）の発達を阻害する




また，冒頭に記したように，DSM-5 では DCD 診断における overflow movements（AMs を含む）の意
義について述べられている 1）．しかし，現実には，DCD でみられるような協調運動障害は ADHD や




Fog & Fog（1963）4）が嚆矢と思われる．彼ら以降，様々な研究者が AMs の臨床的意義やその発現機序に
関する研究を行ってきた．しかし，それらの研究では必ずしも associated movements （AMs）ではなく，
研究者によって様々な用語が使用された．よく使用された用語は，motor overflow, motor irradiation, 
synkinesis, mirror movements などである．これらの用語は一般的には AMs と概ね同義に用いられるが，
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1） 原稿は原則として写植方式で作成する．すなわち，原稿の 1 枚がそのまま刷り上がりの 1 頁とな
るよう，図や表，写真なども，著者自身がアレンジして，原稿の中に組み込みいれておく．














5）緒言，方法，結果，考察，謝辞及び文献などの大見出しは 2  行取りとする．
6）原稿はワープロを用いて以下の要領で打つ．
i）和文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 46 字× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　ただし，縦書きが認められた場合　　 1 頁 32 字× 31 行　 2 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 22 字× 45 行　 2 段
ii） 欧文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 96 字前後× 45 行　 1 段
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⒜　雑誌の場合
1 ．著者名，2 ．誌名（欧文誌名はイタリック），3 巻（和欧ともゴシック）（号），4 ．ページ（始
め－終わり）， 5 ．発行年次
なお，号と発行年次には（　）をつける．
［例］3） Mukogawa, H., Nishinomiya, S. and Mukogawa, T., J. Biochem., 57, 456-461（1994）
 　　8）武庫川花子，武庫川太郎，栄養誌，40，1213-1215（1993）
⒝　単行本の場合
1 ．著者名， 2 ．書名（欧文書名はイタリック）， 3 ．発行所と発行場所（初版の場合は，第　
版は記さない）， 4 ．ページ（始め－終わり）， 5 ．発行年次（　）をつける．
［例］12） Epstein, E., Mineral Nutrition of Plant, John Wiley and Sons. Inc., New York, pp.187-205
（1986）
15） Geddes, R., in The Polysaccharides, ed. by Aspinall, G.O., Academic Press, London, vol. 3, 
pp.283-336（1985）
17）小林　悟，実験医学，共立出版，東京，vol. 1，pp.51-63（1987）















　例）5 ／ 8（ 8 頁の原稿の 5 頁目）
　2）細則によることが著しく困難である場合は，著者の所属する学会の方式に従っても差し支えない．
　3） 原稿は正本一部，副本二部に USB メモリーまたは CD を添え，必要事項を記入した投稿申込書
とともに提出する．
































16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）











10.5  P 並体











　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．
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